
Vol.

芝浦工業大学  校友会
事務局  〒108-8548 東京都港区芝浦3-9-14 芝浦工業大学内
TEL:（03）5445-9634　FAX:（03）5445-9635
U R L :http://www.shibaura-koyu.jp/
E-mail:sitfriends@shibaura-koyu.jp

日時

会場

平成26年6月14日（土）午後1時30分

ホテルイースト21東京（イースト21ホール）　　

芝浦工業大学校友会
全国総会懇親会

平成26年度



ー2 －

一
、
朝
日
に
輝
く

　風
と
潮

　
　雄
大
空
あ
り

　雲
は
移
る

　
　仰
げ
よ
校
旗
の

　翩
翻
た
る
を

　
　白
亜
の
殿
堂

　こ
こ
に
聳
え

　
　わ
れ
ら
が
工
学

　英
気
鐘
む

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

二
、
世
紀
に
脈
う
つ

　熱
と
理
性

　
　剛
健
矩
あ
り

　常
に
鍛
う

　
　行
へ
ほ
が
ら
に

　溌
剌
た
れ
や

　
　師
弟
の
純
情

　一
に
依
り
て

　
　磨
く
に
こ
の
技

　神
に
通
ず

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

三
、
永
遠
に
栄
ゆ
く

　意
思
と
秩
序

　
　誠
実
た
だ
あ
り

　道
は
徹
る

　
　夢
む
な
空
理
の
漠
々
た
る
を

　
　精
微
を
き
は
め
て

　事
に
即
か
ば

　
　工
学
日
本

　大
を
成
さ
ん

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

校

　
　
　歌山

田
耕
筰 

作
曲

北
原
白
秋 

作
詞

う
し
お

た
い

き
ょ
く
よ
う

あ
ま

た
か 

ね

う
ん
じ
ゃ
く

か
も
め

か
な 

め

た
く
み

や

し
ん
し
ん
こ

さ
き 

ん  

ど

う
つ
つ

め
い
じ
つ
ま
さ

い
ま
ひ
と
ゆ
め

き
ん 

か

わ
れ 

ら

つ
と

そ
な

い
だ

き
ょ
く
が
く
あ
せ
い
と
き 

う

し
ぼ

げ
ん

よ
う
よ
う
こ

う
ず
し
お

わ
こ
う
ど

れ
ん 

ま

そ
び

の
り

み
が

と

　わ

と
お

ば
く
ば
く

つ

わ
ざ

は
つ
ら
つ

い
つ

よ

あ
つ

へ
ん
ぽ
ん

荒
波
浴
び
る
芝
浦
に

そ
び
ゆ
る
工
大
わ
が
母
校

伝
統
こ
こ
に
五
十
年

文
化
の
渦
潮
導
き
て

静
穏
精
進
に
敵
は
な
し

お
お
芝
浦
エ
ン
ジ
ニ
ア

一
、
巨
鯨
潮
吹
き
鵬
の
舞
う

　大
え
い
の
水
洋
洋
乎

　
　旭
陽
う
け
て
天
そ
そ
る

　不
二
の
高
嶺
に
雪
白
く

　
　関
東
の
野
に
麦
萌
ゆ
と

　雲
雀
天
に
告
げ
ん
と
す

二
、
東
京
湾
頭
波
も
な
く

　墨
水
流
れ
鷗
浮
く

　
　都
の
枢
要
地
を
占
む
る

　工
の
業
の
学
び
校
の

　
　林
は
繁
し
い
や
栄
え

　や
が
て
花
咲
き
実
を
結
ぶ

三
、
科
学
の
世
界
工
業
の

　進
歩
や
ま
こ
と
駸
々
乎

　
　先
人
夢
に
見
し
と
こ
ろ

　今
や
現
実
に
現
ぜ
ら
れ

　
　今
人
夢
に
見
る
と
こ
ろ

　明
日
将
に
実
現
す

四
、
曲
学
阿
世
時
得
と
も

　夕
を
待
た
で
凋
み
散
る

　
　槿
花
一
朝
の
栄
え
あ
り

　真
理
に
立
て
る
学
に
し
て

　
　ま
こ
と
の
学
の
権
威
あ
り

　学
の
独
立
守
ら
で
や

五
、
世
界
文
化
に
貢
献
し

　人
類
の
平
和
招
く
べ
く

　
　太
古
バ
ビ
ロ
ン
に
夢
む
て
ふ

　バ
ベ
ル
の
塔
を
築
く
こ
そ

　
　学
徒
の
荷
う
務
め
な
れ

　我
等
の
懐
く
望
み
な
れ

六
、
キ
イ
ツ
は
い
い
ぬ
美
し
き

　も
の
こ
そ
永
遠
の
か
ん
き
な
れ

　
　趣
味
実
用
を
兼
ね
備
う

　美
の
殿
堂
を
築
く
べ
き

　
　使
命
は
重
し
わ
が
肩
に

　望
み
は
高
し
わ
が
胸
に

　

一
、
雄
図
秘
め
し
若
人
の

　
　胸
高
鳴
る
や

　い
か
に
せ
ん

　
　芝
浦
健
児

　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　

　
　最
後
に
取
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

　
二
、
錬
磨
の
日
々
ぞ

　涙
あ
り

　
　聞
け
よ
王
者
の

　お
た
け
び
を

　

　
　芝
浦
健
児

　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　
　必
ず
と
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

　

旧

　
　校

　
　歌

須
川
政
太
郎 

作
曲

有
元

　史
朗 

作
詞

●
荒
波
浴
び
る

第
一
応
援
歌

第
二
応
援
歌



ー3 －

プ　ロ　グ　ラ　ム

【全国支部連絡会】

開 会 挨 拶
司 会

【定期総会】

開 会 宣 言
議長選出・議長挨拶
　「議事」

【幹事会】

開 会 宣 言
議 長 挨 拶
　「議事」

【懇親会】

司 　会（実行委員　渡辺通宏）
開 会 挨 拶
校 友 会 会 長 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
功 労 者 表 彰
優 秀 学 生 団 体 表 彰
支 部 旗 授 与
乾 杯
歓 談 ・ 会 食
ア ト ラ ク シ ョ ン

抽 選 会
校 歌 斉 唱
閉 会 挨 拶

    

鈴　見　健　夫
泉　澤　定　雄

中　根　眞　行
鈴　見　健　夫

林　田　和　雄

畠　中　總一郎
鈴　見　健　夫
五十嵐　久　也
村　上　雅　人
早　坂　　　潔
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
神　野　兼　次

野　口　博　文
清　水　修　司

実 行 委 員 長

校 友 会 会 長

（学）芝浦工業大学理事長

芝浦工業大学学長

後 援 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 副 会 長

校 友 会 副 会 長

会 長

副 会 長

常 任 幹 事

仮議長（会長）

議 長

　

１．平成 25年度　事業報告　　５．平成 26年度　予算案
２．平成 25年度　会計報告　　６．会則変更の件
３．平成 25年度　監査報告　　７．幹事選出の件
４．平成 26年度　事業計画案　８．選挙管理委員選出の件

１．常任幹事選出の件　　　　　２．その他

軽音楽部 ・ 三建太鼓 ・ 芝浦会
ギター部 OB 会
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平成25年度　事業報告

「運営」
1. 本部と支部及び会員の関係強化の為、支部総

　 会に積極的に参加した

2. 支部活性化のため、本部役員が重点を絞り参

　 加した

3. 休眠支部の再立上げと新支部の立ち上げを積

　 極的に図り、尚且つ59支部に対し助成した

4. 母校支援事業として教育事業後援資金を提供

　 した

5. 母校主催の「新年賀詞交歓会」・「ホームカ

　 ミングデー」に協賛した

7.在校生主催「芝浦祭」「大宮祭」へ支援した　 

　平成25年11月2日～4日豊洲校舎にて開催

8. 資格取得講座の紹介業務を推進した

9. 平成25年度の新入生及び学部卒業生全員に記 

　 念品を贈呈した

10.母校主催の父母懇談会に支部役員及び本部

　  役員が参加協力した。全国13会場にて開催

11. 母校学生団体への資金協力をした

12. 箱根駅伝出場に向けての支援を行った

13. 校友のための、実学サロンを10回実施した

「会議及び委員会」
＊定期総会（全国総会）平成25年6月8日（土）

   ホテルイースト21  午後1時30分～午後2時15分

＊幹 事 会    平成25年6月8日（土）

  ホテルイースト21  午後2時20分～午後2時30分

＊懇 親 会   平成25年6月8日（土）約500名参加

   ホテルイースト21  午後3時00分～午後6時00分

＊新年賀詞交歓会   平成26年1月24日（金）

   芝浦校舎　8階801大講義室　　約140名参加

＊常任幹事会

　○第1回 10月24日　○第2回 12月10日

　○第3回   3月19日　○第4回   5月29日    

＊全国支部連絡会（旧：全国支部長会議）

　○第12回 6月8日  

＊執行役員会（年間12回）　

　・今任期中の新規事業内容立案

　・幹事会及び常任幹事会が審議　

　・決定する基本的な運営方針と重要事項の事

　　前審議

　・全国支部連絡会の企画・運営

　・幹事会及び常任幹事会に於いて決定した基

　　本方針を個別化し具体的に業務を執行し、

　　各業務間の調整を行う

＊総務委員会（年間９回）

　・ホームページのリニューアル

　・大学との連携によるインターンシップの充実

　・実学サロンの企画運営

＊財務委員会（年間３回開催）

　・基本財産及び流動資産の整理、統合、管理の 

　　徹底

　・経理規則の見直し　

　・予算書、決算書作成

＊組織委員会（年間11回開催）

　・校友会会員名簿追補版発行へ向けての打合せ

　・休眠支部活性化の推進　

　・支部総会への参加　

　・外国支部の立ち上げ　

　・新規事業内容の検討

＊事業委員会（年間4回開催）

　・全国総会　

　・懇親会及び新年賀詞交歓会の企画・運営

　・資格取得講座への紹介業務拡大（収益事業

　　として）

＊例規委員会（年間6回開催）

　・会則、規則の見直し・制定

＊特別委員会（年間4回開催）

　・箱根駅伝出場に向けての支援準備

　・課外活動優秀クラブ　

　・学生への支援

＊監査役会（年間12回開催）

　・業務監査　

　・会計監査　

　・外部監査法人との話し合い

＊選挙管理委員会

　・任期満了に伴う役員

　・役職者の選出、役員選挙の準備

＊支部総会開催（平成25年4月～平成26年3月）

　　※支部総会開催リスト参照
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開催支部合計 60支部 　参加者数合計 1523

4月6日

4月13日

4月13日

4月19日

4月20日

5月25日

5月25日

5月25日

5月25日

6月1日

6月19日

6月22日

6月22日

6月22日

6月22日

6月22日

6月27日

6月29日

7月5日

7月5日

7月6日

7月6日

7月6日

7月12日

7月26日

8月23日

9月9日

9月12日

9月28日

10月12日

二部ワンダーフォーゲル部OB会

高 知

Ｍ Ｏ Ｔ 同 窓 会

清水建設芝浦会

香 川

北 海 道

愛 媛

福 島

岐 阜

芝 浦 技 術 士 会

沖 縄

愛 知

石 川

岩 手

福 岡

徳 島

宮 城

長 崎

鹿 児 島

秋 田

静 岡 県 同 窓 会

鳥 取

柔 道 部 O B 会

川 崎 市 役 所

福 井

広島（備後分会）

住 芝 会

熊 本

機械工学科同窓会

大 分

芝 浦 校 舎

高 知

芝 浦 校 舎

中 央 区

香 川

札 幌

松 山

郡 山

岐 阜

豊 洲 校 舎

那 覇

名 古 屋

金 沢

盛 岡

博 多

徳 島

仙 台

長 崎

鹿 児 島

秋 田

静 岡

鳥 取

芝 浦

川 崎

福 井

福 山

港 区

熊 本

豊 洲

大 分

21

37

53

38

27

64

23

17

17

17

16

54

23

13

30

34

31

5

13

25

40

13

32

17

12

6

21

31

50

22

25年度支部総会開催

開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 
参加
人数 開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 

参加
人数

10月12日

10月20日

10月26日

10月26日

10月26日

10月26日

10月26日

11月1日

11月8日

11月8日

11月9日

11月9日

11月9日

11月15日

11月16日

11月16日

11月17日

11月23日

11月29日

12月7日

1月18日

1月25日

2月22日

2月22日

3月1日

3月1日

3月7日

3月7日

3月15日

3月27日

神 奈 川

三 重

佐 賀

青 森

山 口

新 潟

茨 城

広 島

東 京 総

神 奈 川 県 庁

宮 崎

島 根

栃 木

関 西

埼 玉

英 交 会

岡 山

硬式野球部OB会

多 摩

黒 潮 会

長 野

よ ろ く 会

山 形

千 葉 県

錬 心 会

群 馬

三 芝 会

山 梨

岐 阜

奥 村 組 芝 浦 会

50

15

15

15

19

27

42

32

59

16

17

10

30

43

23

30

18

17

24

15

34

28

12

24

19

28

19

13

14

13

横 浜

伊 勢

佐 賀

青 森

宇 部

上 越

水 戸

広 島

豊 洲 校 舎

横 浜

宮 崎

松 江

宇 都 宮

大 阪

大 宮 校 舎

芝 浦 校 舎

岡 山

芝 浦 校 舎

芝 浦 校 舎

芝 浦 校 舎

長 野

芝 浦 校 舎

山 形

千 葉

港 区

高 崎

芝 浦 校 舎

甲 府

岐 阜

芝 浦 校 舎

福井　　透 様　より　　２千円　（昭和20年　機械工学科卒）

福島　一成 様　より　　１万円　（昭和22年　芝浦工業専門学校卒）

西山　　純 様　より　　５万円　（昭和36年　工業化学科卒）

御寄付のお礼

校友会に御寄付を賜りました。ご支援頂き誠にありがとうございます。
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平成 25年度　収支計算書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     　決算額         増　減
《事業活動収支の部》 

　【事業活動収入】

　　基本財産運用収入

　　・基本財産利息収入

　　会費収入

　　・正会員収入

　　　　終身会費収入（ａ）

　　　　終身会費収入（ｂ）

　　　　年会費収入

　　・臨時会費収入

　　　　全国総会会費収入

　　　　新年交歓会会費収入

　　事業収入

　　・名簿作成収入

　　・全国総会収入

　　・新年交歓会収入

　　・その他の事業収入

　　・ＣＤ販売収入

　　・資格取得サービス収入

　　・校友倶楽部収入

　　寄付金収入

       雑収入

　　・受取利息

　　・雑収入

　　・駅伝寄付

　　事業活動収入計

　【事業活動支出】

　　事業費支出

　　・全国総会懇親会支出

　　・支部協力助成金支出

　　・会誌発行費支出

　　・名簿支出

　　・教育事業後援費支出

　　・校友倶楽部支出

　　・代理徴収返還金支出

　　・その他の事業費支出

　　管理費支出

　　・会務運営費支出

　　・会議会合費支出

　　・管理費内予備費支出

　　事業活動支出計

　　事業活動収支差額

《投資活動収支の部》 

　【投資活動収入】

　　・基本財産取崩収入

　　・保証金・敷金回収収入

　  投資活動収入計

　【投資活動支出】

　　・基本財産組入支出

　　・什器備品取得支出

　　投資活動支出計

　　投資活動収支差額

《財務活動収支の部》 

　【財務活動収入】

　  財務活動収入計

　【財務活動支出】

　  財務活動支出計

　  財務活動収支差額

当期収支差額 

前期繰越収支差額 

次期繰越収支差額 

300,000

300,000

73,960,000

69,660,000

800,000

67,960,000

900,000

4,300,000

4,000,000

300,000

7,430,000

130,000

2,700,000

300,000

1,200,000

0

500,000

2,600,000

0

60,000

20,000

40,000

0

81,750,000

54,600,000

9,020,000

9,600,000

1,100,000

720,000

23,190,000

4,270,000

1,000,000

5,700,000

18,850,000

15,900,000

2,950,000

0

73,450,000

8,300,000

10,000

0

10,000

8,310,000

0

8,310,000

-8,300,000

0

0

0

0

66,629,253

66,629,253

228,099

228,099

72,238,000

67,973,000

0

67,960,000

13,000

4,265,000

3,872,000

393,000

11,168,330

131,500

3,039,475

340,000

1,241,080

4,000

149,100

6,263,175

18,000

855,159

7,786

56,045

791,328

84,507,588

59,096,755

8,329,648

8,933,093

1,873,200

675,803

25,407,919

6,697,635

1,160,000

6,019,457

18,548,811

15,621,496

2,927,315

0

77,645,566

6,862,022

8,224

0

8,224

8,526,800

0

8,526,800

-8,518,576

0

0

0

-1,656,554

68,090,866

66,434,312

71,901

71,901

1,722,000

1,687,000

800,000

0

887,000

35,000

128,000

-93,000

-3,738,330

-1,500

-339,475

-40,000

-41,080

-4,000

350,900

-3,663,175

-18,000

-795,159

12,214

-16,045

-791,328

-2,757,588

-4,496,755

690,352

666,907

-773,200

44,197

-2,217,919

-2,427,635

-160,000

-319,457

301,189

278,504

22,685

0

-4,195,566

1,437,978

1,776

0

1,776

-216,800

0

-216,800

218,576

0

0

0

1,656,554

-1,461,613

194,941

中科目　　　 大科目
一般正味財産増減の部     

１、経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用収入

　基本財産利息収入

会費収入

　正会員会費収入

　臨時会費収入

事業収入

　名簿作成収益

　全国総会収益

　新年交歓会収益

　その他の事業収益

　CD販売収益

　資格取得サービス収益

　校友倶楽部収益

寄付金収入   

雑収益

　受取利息

　雑収益

　駅伝寄付

経常収益計 

（2）経常費用

事業費

　全国総会懇親会費用

　支部協力助成金

　会誌発行費

　名簿費

　教育事業後援費

　校友倶楽部費用

　代理徴収返還金

　その他の事業費

管理費

　会務運営費

　会議会合費

　減価償却費

経常費用合計 

当期経常増減額

２、経常外増減の部

（1）経常外収益

（2）経常外費用

当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

　正味財産期末残高     

228,099

67,973,000

4,265,000

131,500

3,039,475

340,000

1,241,080

4,000

149,100

6,263,175

7,786

56,045

791,328

8,329,648

8,933,093

1,873,200

675,803

25,407,919

6,697,635

1,160,000

6,019,457

15,621,496

2,927,315

1,139,032

228,099

72,238,000

11,168,330

18,000

855,159

84,507,588

59,096,755

19,687,843

78,784,598

5,722,990

0

0

0

5,722,990

297,267,121

302,990,111

0

0

0

302,990,111

平成 25年度　正味財産増減計算書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

（単位：円）
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平成 25年度　財産目録
（平成26年3月31日現在）

（単位：円）

平成 25 年度　貸借対照表
（平成26年3月31日現在）

（単位：円）

平成 25 年度　監査報告

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産

　　（1）現金預金

　　（2）前払金

　　（3）立替金

　　（4）仮払金

　　流動資産合計

　２.固定資産

　　（1）基本財産

　　預金・国債

      （2）その他の固定資産

　　固定資産合計

　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

　　（1）未払金

　　（2）前受金

　　（3）預り金

　　流動負債合計

　　負債合計

Ⅲ正味財産の部

　指定正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　一般正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　正味財産合計

　負債及び正味財産合計

66,161,575

482,585

42,000

0

224,234,867

12,320,932

70,000

92,000

89,848

66,686,160

236,555,799

251,848

303,241,959

251,848

0

《0》

《0》

302,990,111

《224,234,867》

《0》

302,990,111

303,241,959

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産　

（1）現金預金等

　　①現金手許保有高

　　②普通預金

　　　みずほ銀行浜松町支店

　　　みずほ銀行芝支店

　　　東京三菱銀行田町支店（会費口）

　　　　東京三菱銀行田町支店（一般口）

　　　　東京三菱銀行田町支店（総会口）

　　　　東京三菱銀行田町支店（寄付口）

　　③郵便貯金

　　　郵便貯金

　　　郵便振替

（2）前払金

（3）立替金

（4）仮払金

　　　流動資産合計

　２.固定資産

（1）基本財産

　　①基本財産（預金・国債）

         みずほ銀行浜松町支店（定期）

          みずほ銀行芝支店（定期）

          三井住友銀行三田通支店（普通）

　　　　三井住友銀行三田通支店（定期）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（普通）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（定期）

          三菱東京銀行田町支店（定期）

          りそな銀行田町支店（普通）

          りそな銀行田町支店（定期）

          郵便貯金（普通）

          国　債

（2）その他の固定資産

　　①建物設備

　　②什器備品

　　③投資有価証券（㈱エスアイテック株式）

　　　固定資産合計

　　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

 （１）未払金

 （２）前受金

 （３）預り金

　　　 流動負債合計

　　　 負債合計

　　　 正味財産合計

66,161,575

794,614

64,605,282

59,669,659

2,232,195

155,334

2,538,062

10,032

0

761,679

0

761,679

482,585

42,000

0

224,234,867

224,234,867

10,069,521

10,115,415

12,027,135

10,103,302

48,220,158

10,103,302

10,119,461

42,044,521

10,104,115

31,336,937

29,991,000

12,320,932

10,188,922

132,010

2,000,000

70,000

92,000

89,848

66,686,160

236,555,799

251,848

303,241,959

251,848

302,990,111
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平成 26年度　事業計画（案） 平成 26年度　収支予算書（案）
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     前年度予算額     増　減
《事業活動収支の部》 

　【事業活動収入】

　　基本財産運用収入

　　・基本財産利息収入

　　会費収入

　　・正会員収入

　　　　終身会費収入（ａ）

　　　　終身会費収入（ｂ）

　　　　年会費収入

　　・臨時会費収入

　　　　全国総会会費収入

　　　　新年交歓会会費収入

　　事業収入

　　・全国総会収入

　　・新年交歓会収入

　　・その他の事業収入

　　・名簿作成収入

　　・ＣＤ販売収入

　　・資格取得サービス収入

　　・校友倶楽部収入

　　雑収入

　　・受取利息

　　 ・雑収入

　　事業活動収入計

　【事業活動支出】

　　事業費支出

　　・全国総会懇親会支出

　　・支部協力助成金支出

　　・会誌発行費支出

　　・名簿支出

　　・教育事業後援費支出

　　・その他の事業費支出

　　・校友倶楽部支出

　　・代理徴収返還金支出

　　管理費支出

　　・会務運営費支出

　　・会議会合費支出

　　・管理費内予備費支出

　　事業活動支出計

　　事業活動収支差額

《投資活動収支の部》 

　【投資活動収入】

　　・基本財産取崩収入

　　・保証金・敷金回収収入

　  投資活動収入計

　【投資活動支出】

　　・基本財産組入支出

　　・什器備品取得支出

　　投資活動支出計

　　投資活動収支差額

《財務活動収支の部》 

　【財務活動収入】

　  財務活動収入計

　【財務活動支出】

　  財務活動支出計

　  財務活動収支差額

当期収支差額 

前期繰越収支差額 

次期繰越収支差額 

300,000

300,000

75,160,000

70,860,000

800,000

69,160,000

900,000

4,300,000

4,000,000

300,000

10,200,000

3,000,000

300,000

1,200,000

0

0

300,000

5,400,000

0

0

0

85,660,000

59,580,000

8,450,000

9,900,000

1,300,000

720,000

26,290,000

6,100,000

5,820,000

1,000,000

17,600,000

14,350,000

3,250,000

0

77,180,000

8,480,000

10,000

0

10,000

8,490,000

0

8,490,000

-8,480,000

0

0

0

0

66,434,312

66,434,312

300,000

300,000

73,960,000

69,660,000

800,000

67,960,000

900,000

4,300,000

4,000,000

300,000

7,430,000

2,700,000

300,000

1,200,000

130,000

0

500,000

2,600,000

60,000

20,000

40,000

81,750,000

54,600,000

9,020,000

9,600,000

1,100,000

720,000

23,190,000

5,700,000

4,270,000

1,000,000

18,850,000

15,900,000

2,950,000

0

73,450,000

8,300,000

10,000

0

10,000

8,310,000

0

8,310,000

-8,300,000

0

0

0

0

66,629,253

66,629,253

0

0

1,200,000

1,200,000

0

1,200,000

0

0

0

0

2,770,000

300,000

0

0

-130,000

0

-200,000

2,800,000

-60,000

-20,000

-40,000

3,910,000

4,980,000

-570,000

300,000

200,000

0

3,100,000

400,000

1,550,000

0

-1,250,000

-1,550,000

300,000

0

3,730,000

-180,000

0

0

0

180,000

0

180,000

180,000

0

0

0

0

-194,941

-194,941

「主要計画」

１、全国総会・懇親会の開催

２、本部と支部の連携強化と支部への多面的支援

　　を図る

　・全国支部連絡会の開催

　・校友会推薦による入試制度の創設推進を図る

　・各支部への助成及び支部旗作成

　・支部功労者表彰制度の運営

３、健全な財務を育成する為の策定推進を図る

　・財産管理の徹底

４、各委員会を充実し、機能の拡大及び積極的活

　　動の強化を図る

５、母校及び在校生に対し支援活動を図る

　・校友による実学教育講座の開催

　・新入生及び新卒業生への記念品贈呈

　・箱根駅伝出場に向けての支援強化

　・学生団体への資金協力

　・ホームカミングデーの協賛

　・その他大学行事への支援

　・在学生のための就職支援強化

６、新規幹事と常任幹事の発掘

７、卒業生評議員候補者の選出及び大学への推薦

８、校友会と後援会の連携・強化を図る

　・後援会との交流　

　・父母懇談会への参加協力　

９、校友倶楽部の運営

１０、収益事業の促進

　・資格取得講座への紹介業務の運営

　・校歌ＣＤの販売

　・会員名簿の販売

　・新規収益事業の開拓

１１、芝浦技術士会、ＭＯＴ支部との協力事業の

　　模索
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会則改定新旧対照表（平成 26年変更分）

変更理由新旧

第 3章　役　員

（役職者の選出）

第 24条

5. 役職者は、就任時 70 歳を超えない

　ものとする。

（役員役職者の再任について）

第 28条 1項

　役員、役職者の再任は以下のように

　取り扱う。

　 （1） 役員の再任は、原則として 2期

　　　6 年までとする。

　 （2） 役職者の再任は、就任時 70歳

　　　を越えないものとする。

（顧問及び相談役）

第 32条

　本会は、必要に応じて顧問及び相談

　役を置くことができる。

2. 顧問、相談役は、常任幹事会の決議

　を経て、会長が委嘱する。

3. 顧問、相談役は、重要な事項につい

　て、会長の相談に応ずる。

（4. 項以降なし）

第 3章　役　員

（役職者の選出）

第 24条

5. 役職者は、就任時、満 70歳に達し

　ないものとする。

　但し、総会及び幹事会において承認

　議決された者はその限りにないもの

　とする。

（役員役職者の再任について）

第 28条 1項

　役員、役職者の再任は以下のように

　取り扱う。

　 （1） 役員の再任は、原則として 2期

　　　 6 年までとする。

　 （2） 役職者の再任は、就任時、満 70

　　　歳に達しないものとする。但し、

　　　総会及び幹事会において承認議

　　　決された者はその限りにないも

　　　のとする。

（顧問及び相談役）

第 32条

4. 顧問及び相談役は、会則第 2章に定

　める会員の資格を有するものとし、

　常任幹事と同様の活動ができるもの

　とする。但し、顧問及び相談役は、

　決議に参加する議決権は有しないも

　のとする。

5. 顧問及び相談役の解任は、会則

　第 29条（役員及び役職者の解任）

　の定めに準拠して行うものとする。

役職者の年齢制限に抵触

する者であっても、役職

者としてふさわしいと認

められる者を選出するこ

とができる。

役職者の年齢制限に抵触

する者であっても、役職

者としてふさわしいと認

められる者を選出するこ

とができる。

顧問及び相談役の職務権

限を明確にする。
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平成26年度　校友会功労者表彰

　下敷領一郎前支部長は、昭和52年（1977年）の愛知支
部発足から支部活動に関わり、昭和60年以降は数年間を
除いて13年間副支部長を歴任され、平成18年に第5代目の
愛知支部長に就任されました。
平成24年までの6年間、支部長として下敷氏の明るい性格
を発揮され、支部の活性化に向けて精力的に尽力されま
した。
特筆すべき功績としては、それまで独自に活動していた
「後援会東海支部」と「校友会愛知支部」の協力体制の
整備が挙げられる。
2010年2月に第1回目の両支部役員による「合同新年会」
を開催して意気投合。以後、夏季の「少年少女ロボット
セミナー」「校友会愛知支部総会」「父母懇談会」
「春・秋の校友会愛知支部ゴルフコンペ」等々の行事で
は、相互に助け合いの基で行事を展開している。昨近で
は、これが定着化して誠に好ましい関係を保っている。
これらを踏まえ、是非功労者表彰をお願いしたく推薦い
たします。

　活動が停滞化していた千葉支部を些かでも校友の為に
との思いから規模は幾分小さくなるが、積極的に活動の
出来る成田地域に支部を創設しょうと後に支部長となる
高岡恒夫氏を補佐し、その卓越した知見と行動をもって
尽力されました。
創設された成田支部では、副支部長として会員の信頼を
集め会の運営に大いに努められました。高岡支部長の突
然の死去による新しい体制の中では、顧問として種々の
案件を指導調整して会の運営をスムーズになされたこと
に感謝しています。特に、当時千葉県内にあった千葉支
部、芝浦会、成田支部の連帯を図り、より積極的な活動
できるようにと統合して一つの支部にする構想があり、
その実現に指導調整交渉と強力なお力添えを得て千葉支
部誕生の礎ができたのである。
また、本部へも毎年の「全国総会」の運営を担なう実行
委員として参加、協力されるなど支部・本部への協力は
顕著であり校友会の発展への功績は誠に大であり、ここ
に推薦するものである。

しもしきりょういちろう

下敷領一郎
（75歳）

ひろつ　かずたか

広津　一崇
（79歳）

昭和36年
芝浦工業大学
工学部機械工学科

昭和33年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

愛知支部

千葉県支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績
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　香川支部は、長い間支部活動が停滞しておりました
が、平成18年春より原田義則理事らが中心となられて再
結成の準備を進め、平成19年4月に「香川支部結成総会」
を開催することができました。以来、香川支部の会計監
査役及び理事として、香川支部の健全な予算運用、会員
の増強、また香川支部の重鎮として後輩の相談・指導を
行うなど、香川支部の発展に献身的に尽力されてこられ
ました。
今日、香川支部活動が継続的に発展しているのも原田義
則理事の多大な功績・貢献によるものであり、香川支部
を代表して原田義則理事を平成26年度の校友会功労者と
して推薦させていただきます。

 松岡靖矩氏は在学時空手道部に在籍し当時の学友会（運
動部、文化部の合同組織）の総務委員として選任され学
生課からの支援、協力を受け全べての部活動の発展のた
め献身的に難問題の解決や工学祭（現学園祭）の計画等
に尽くして来られました。
卒業後帰省され県内の建設業に就職しましたが、昭和60
年に野崎総務部長（故人）から「大分で在校生の父母懇
談会を是非開催したいので協力を願いたい」との依頼が
あり、当時大分支部は初代支部長が他界し休眠状態で
あったため、事務手続、会場手配を一人で行い、会場の
受付嬢を職場の事務員に急遽お願いし、無事に初の「父
母懇談会」を終了できたというエピソードがいまだに
残っております。その後、平成13年に大分支部が再発足
しましたが、後輩の数人と県内の卒業生を訪問し、熱心
に母校の支部への入会を勧めて頂きました。
初代支部長には昭和20年卒の大先輩にお願いしました
が、高齢のため1年後に松岡氏に任命されその後３期努め
られその後は支部相談役として支部総会、幹事会、ゴル
フの会「大分芝向会」等必ず参加され、同窓生との親睦
と交流を大事にされ現在「大分支部の親父」的存在で文
字通りの相談役を務めて頂いております。
また、空手道部（現黒潮会）出身でもあり九州在住者の
OB会にも年1回の親睦会に必ず参加をし、このように在
校時代からの長期に亘る母校愛に関して只々感謝の気持
ちをお伝え頂くためにも何卒功労者表彰授与をお願い申
し上げる次第です。

　飛島正明氏は北海道支部発足当時より長年にわたり役
員を努められてきました。副支部長としての15年間は過
去3代の支部長を支えてきました。
また、電気部会を総括し支部会員相互の連携等にも奔走
し、会員700名の礎となり、過大なる功績を残してきまし
た。現在に於いても支部間の交流を大切にし、北海道支
部会員からも絶大なる信頼を得ております。よって平成
26年度功労者表彰として推薦させて頂きます。

はらだ　よしのり

原田　義則
（74 歳）

まつおか　やすのり

松岡　靖矩
（72 歳）

昭和37年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

昭和39年
芝浦工業大学
工学部建築学科

香川支部

大分支部

とびしま　まさあき

飛島　正明
（78 歳）

昭和33年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

北海道支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績
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　塩岡氏は昭和41年に土木工学科を卒業されるや富山市
役所に奉職されました。爾来、諸先輩と連携し、富山県
内在住校の把握に努められ、名簿の取り纏めに奔走、尽
力され富山支部の基礎を築かれました。
永年に亘り、常に支部活動の中心にあって活躍され、幹
事、副支部長を歴任し、平成19年から23年までの4年間は
富山支部長をお努めになりました。
その間、平成19年9月富山市で開かれた大学の80周年記念
のシンポジウムを大成功に導かれるなど、そのご功績は
誠に顕著なものがありました。
塩岡氏は校友会功労者表彰に相応しいと思い推薦させて
いただきます。

　横尾氏は、本学卒業後、鹿島建設株式会社に勤務さ
れ、県内外の工事現場を担当し社会基盤の整備に尽力さ
れました。勤務のかたわら、同社に入社した後輩のみな
らず、本学卒業の他社の後輩へも分け隔てなく指導にあ
たり、多くの後輩技術者の育成に貢献されてきました。
大きな功労として、校友会新潟支部組織拡大・拡充があ
ります。昭和37年に発足した校友会新潟支部の前身「芝
浦工友会」が下越（新潟）地区を中心とした土木系の同
窓会であったところ、上越地区を中心に校友会活動をさ
れていた横尾氏が中心となり、新潟全県かつ全学科の卒
業生を対象に広げ支部組織を拡大・拡充させるべく大い
に尽力いただきました。その結果、昭和55年に「校友会
新潟支部」へと改称し、現在の新潟支部が誕生するに至
りました。
支部へと改称後も、積極的に支部活動に参画され、副支
部長の要職を10年以上の長きにわたって務めていただき
ました。その間、新潟支部と全国他支部との連絡・調整
役、新潟支部上越分会の重鎮として後輩の相談及び指導
を行うなど、校友会の枠を超えた活動をされてきた実績
を持ち現在、新潟支部の常任顧問です。
前述のとおり、全県的な新潟支部発足に尽力され、積極
的に支部活動に参画されており、校友会新潟支部の発展
に大きく寄与していただきました。また、現在でも大き
く貢献していただいております。
支部内の常任顧問という重要な役員として、また本学及
び人生の先輩として、後輩たちの良き相談役であり、相
談に対して的確な回答及び指導をいただけることから、
支部役員のみならず、全会員からの信頼も非常に篤い。
このことから横尾氏を功労者表彰に推薦するものです。

しおおか　おさむ

塩岡　治
（70 歳）

よこお　たつお

横尾　龍生
（79 歳）

昭和41年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

富山支部

昭和34年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

新潟支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績
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　御厨氏は、佐賀支部発足当初から積極的に支部活動に
参加され、大半を支部役員として活動、支部の発展に寄
与して頂きました。
平成10年から同20年までの10年間は副支部長、同21年か
ら同25年までの5年間は支部長を努められました。社会人
としては永年高校教育に携わられ、大学との連携や子供
たちの指導にご尽力いただきました。
支部長就任後は新入会員の増強、会員相互の親睦、九州
ブロック各支部との連携を図るなど校友会活動に寄与さ
れ、その功績は大きく校友会功労者表彰に推薦させてい
ただきます。

　倉野氏は、10年間に亘り、三重支部の顧問としてご指
導・ご支援をいただき、豊富な経歴からの実力もさるこ
とながら、実直な人柄で会員の信頼も厚く、地域社会へ
の貢献と同時に校友会活動の活性化に尽力されましたの
で、ここに校友会功労者表彰に推薦させていただきま
す。

　鈴木氏は、昭和37年卒業後、日本鋼管株式会に就職さ
れ日本鋼管福山製鉄所建設を担当され、その後地元企業
に役員として再就職し、現在に至っておられます。校友
会活動は、長年縁がなく1994年に昭和16年土木工学科卒
業の羽原一夫氏（当時羽原氏は広島支部副支部長であ
り、後に校友会功労者表彰を受賞）の勧めで校友会への
入会をされました。
以来、下記のような校友会活動をされ会員の増強、会員
相互の交流を目指したイベントの充実を推進するなど広
島支部の発展に大いに寄与されました。併せて、中国ブ
ロック会設立など常任幹事、本部選出幹事として中国ブ
ロック支部との連携確立を岡本元支部長と協力し、その
広域活動にも尽力されました。よって「校友会功労者」
に推薦致します。
【校友会履歴】
平成6年10月  （1994年10月）広島支部入会
平成8年10月  （1996年10月）福山地区幹事・広島支部副支
　　　　　　　　　　　　  部長
平成20年6月  （2008年6月）  常任幹事・広島支部副支部長
平成24年6月  （2012年6月）  本部選出幹事・広島支部副支
　　　　　　　　　　　　  部長
平成25年10月（2013年10月）広島支部内備後分会長兼務　
　　　　　　　　　　　　  現在に至る。

みくりや　こうじ

御厨　康司
（72 歳）

すずき　けんすけ

鈴木　研介
（74 歳）

昭和39年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

佐賀支部

くらの　もとひろ

倉野　元宏
（74 歳）

昭和37年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

三重支部

昭和37年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

広島支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績
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　伊藤師範は、昭和63年3月の春合宿から芝浦工業大学の剣道師範となり、
27年間剣道部の低迷期を支えて頂き、現在もご指導頂いております。
昭63年秋に開催されました第22回関東理工科系学生剣道新人大会で、17年ぶ
りに優勝を果たしました。伊藤師範就任早々の優勝でした。又、春夏合宿で
は、伊藤師範の計らいで、日本IBM剣道部の社会人剣士と合同合宿を実施し
ておりました。現役学生部員は、日本IBM剣道部員の方々から企業人として
の心得等も勉強する機会を頂いておりました。部員数が少ない低迷時期もあ
りましたが、伊藤師範は他の大学からの師範依頼も断りになり、芝浦工業大
学剣道部員に、文武両道の正しい剣道をご指導頂いております。そのご努力
もあり、本年平成25年春、第59回関東理工科系学生剣道選手権大会で団体準
優勝、個人三位を果たしました。この様に伊藤師範の長年に亘るご指導は「課外
活動指導者功労賞」に相応しいと考えここに申請します。

　板垣先生は、顧問として20年、監督として5年と長きにわたりゴルフ部の
指導をされてきました。週2回の早朝練習、週２回のゴルフ練習場での練
習、月1度の本コースでの月例会に欠かさず参加され、ゴルフ技術のみなら
ず、礼儀、マナーなど人間教育として熱心な指導をされてこられました。監
督になってからは、学生の意識改革を行い、関東学生ゴルフ連盟に加盟。加
盟後3年目にして、本年度下記の成績を収めました。
【関東学生ゴルフ連盟】
・2013年春チャレンジカップにおいて準優勝し、Fブロック昇格
・2013年秋Fブロック大会において準優勝し、Eブロック昇格
　なお、本連盟は70大学が加盟（内女子大5）しておりブロック編成は以下の通りです。
Aブロック6チーム（東北福祉大、日大など）Bブロック6チーム（早稲田、
日体大など）Cブロック8チーム（神大、拓大など）Dブロック8チーム（慶
応、立教など）Eブロック8チームFブロック8チーム、チャレンジグループ
11～12チーム（年度により加盟団体からのエントリーチームが違う）
また、OB会をまとめ、OB会がすべきことなどの指導も行い、昨年度からOB会
と現役学生との交流会が実施され、今後寄付、指導などのバックアップ体制も
整いつつあり、課外活動の今後の方向性を示す指導をされてこられていること
は、「課外活動指導者功労賞」に値する功績であると判断し申請致します。

　有村氏は1963年12月開催の音楽部メンネルコール第3回定期演奏会より当
団体の常任指揮者に就任し、学生の指導にご尽力いただいて本年で50年を迎
えました。2013年開催の第53回定期演奏会においては氏の就任50周年を記念
し、日本各地にて活躍する卒業生が氏の指揮の元に一同に集うOB合同ス
テージを設けることができました。これもひとえに有村氏の人柄、功績を物
語るものです。当部では工業大学としての本学の教育の礎として、部活動に
おいて人間の心を豊かにする音楽に取り組むことで、科学技術に偏重しない
総合的な人材育成の一翼を担ってきたと自負しております。また、有村氏が
50年間もの長きにわたり、粘り強く、かつ一貫した音楽への熱意をもって学
生を導いてきたことによって、本学教職員や卒業生を一つにつなぐ「楔」
である校歌を未来へ歌いつないでゆくという、本学の歴史をつなぐ役割も
担ってまいりました。上記の理由をもって、有村祐輔氏の「校友会課外活動
指導者功労賞」への推薦を申請いたします。

いとう　ともはる

伊藤　知治
　（体育会剣道部）

いたがき　かずお

板垣　和男
（体育会ゴルフ部）

ありむら　ゆうすけ

有村　祐輔
（文化会音楽部）

氏　　名      　 　　　　　　　　功　　　　　　績

平成26年度　課外活動指導者功労賞
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平成26年度　母校文化会体育強化育成事業　奨励支援金対象団体

団体名     顧問／監督 　　　　　功　　　　　　績

①JAXA主催第9回種子島ロケットコンテストで総合優勝、
　ベイロード部門（オープンクラス）優勝、チーム賞（宇
　宙技術開発賞）参加校47校
　上記功績によりSIT賞受賞
②UNISEC主催第9回能代宇宙イベントでCanSatローバー部
　門優勝、日本航空宇宙学会北部支部学生ポスター展優秀
　賞
③第21回衛星設計コンテストで日本航空宇宙学会賞受賞
（複数大学間共同開発）
④芝浦工業大学リベラルアーツにて登壇

関東学生ゴルフ連盟（AブロックからFブロック、チャレン
ジブロック）にてチャレンジブロック準優勝、Fブロック準
優勝、Eブロックに昇格

関東理工科系大学硬式庭球連盟団体リーグ戦大会（男子）
で３部優勝
２部昇格（全1３部ある中で３部から２部への昇格）

第59回関東理工科系学生大会準優勝（参加校32校）

①第90回箱根駅伝予選大会31位（昨年比タイム短縮全出場
　校1位）
②第80回埼玉県駅伝競走大会第1部11位
③奥多摩渓谷駅伝競走大会大学の部5位
④さいたまシティマラソンでハーフマラソン1万3千人参加、
　芝浦は13名参加し、9名が100位以内を果たし、自己更新
　が7名

【文化系サークル】
芝浦衛星チーム

【体育会】
ゴルフ部

【体育会】
硬式庭球部

【体育会】
剣道部

【体育会】
陸上競技部

顧　問
吉田　健二

顧　問
浜野　学

顧　問
志村　秀明

顧　問
石渡　哲哉

顧　問
石崎　聡之



代表取締役社長 西 河 洋 一 
 
〒188-0003  東京都西東京市北原町3-2-22 
TEL 042-452-5888 
URL http://www.ighd.co.jp 
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東西化学産業株式会社

本　  社/〒540-6118 大阪市中央区城見2-1-61
            （ツイン21MIDタワー18階）
TEL.（06）6947-5511  FAX.（06）6947-5510 

TREATMENT

本社  東京都中央区新川 1-17-21
TEL  03（6280）2561
URL  http://skk. jp/　

技術経営人財の育成と活用

東京都渋谷区代々木1－57－2 704号
TEL（03）6276-6260 http: //www.eufd.org

一般財団法人

アーネスト育成財団
理事長 西河 洋一

Earnest

（平成21年大学院 MOT 修了）

熊本・八代

●一級建築士事務所/熊本県登録 第1180号

●宅地建物取引業者/熊本（9）第2303号

株式会社 トヨオカ地建
代表取締役  豊 岡 幸 夫

住所：〒866-0893
　　　熊本県八代市海士江町2867-1
TEL：0965－35－4097
FAX：0965－35－4127

代表取締役社長 堀口 忠美 
 
東京都練馬区石神井町2-26-11 
TEL 03-5393-3071 
URL http://www.hajime-kensetsu.co.jp 

代表取締役社長 兼井 雅史 

 

東京都武蔵野市境2-2-2 
TEL 0422-36-8848 
URL http://www.iidasangyo.co.jp 

代表取締役社長 西野 弘 

東京都西東京市芝久保町4-26-3  

TEL 042-463-0220 
URL http://www.touei.co.jp 

代表取締役社長 小寺 一裕 
 
東京都西東京市東伏見3-6-19 
TEL 042-464-8788 
URL http://www.tacthome.co.jp 

    

東京都西東京市北原町3-2-22 
TEL 042-461-6288 
URL http://www.arnest1.co.jp 

代表取締役社長
 
久林

 
欣也

 

 
東京都西東京市西原町1-4-1 

TEL 042-451-8868 
URL http://www.idhome.co.jp 

代表取締役社長 松林 重行

校友会会長

〒１１１-００３６

相談役

鈴 見　健 夫（S45建築）

東京都台東区松が谷1-3-5 JPR上野イーストビル8階
TEL.03-5806-3110 FAX.03-5806-9688

ファサードエンジニアリングのリーディングカンパニー

URL.http://www.agb.co.jp
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〒110-0015 東京都台東区東上野1-1-14
TEL.03（5688）2111（代）  FAX.03（5688）2110

URL:http://www.daito.co.jp/

会長

（昭和 39年　機械工学科卒）
（東京総支部　顧問）

木 原　一 雄

大都販売株式会社

橋をわたり、街をあるき、大切な人とすごす。
そんな日々のくらしがいつまでも続くよう、
豊かな未来につながるものづくりに全力で取り組みます。

〒105-0011
東京都港区芝公園 1ー 2ー 10
T E L  03 ー 5473 ー 9344  
http://akane-green.co.jp

がんばろう日本！

造園工事・維持管理・企画設計

株式会社 ア カ ネ
代表取締役　金　子　和　平
（昭和 44 年　経営工学科卒）

株式会社
ＴＡＷ建築設計事務所

代表取締役　渡辺　碩
常任幹事会議長
昭和45年建築学科卒

〒111-0042
東京都台東区寿2-8 -11　大黒ビル5F
TEL：03-3841-7368　FAX：03-3841-7107
E-ｍaiｌ：ｔaｗ＠ｍｖｄ.ｂiｇｌoｂe.ｎe.ｊｐ



戸田建設グループ
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情報通信コンサルタント

パルス･オブ･ドリーム株式会社

代表取締役

井　上　正　教
（昭和38年 電気工学科卒）

〒286-0018  成田市吾妻1-31-5

TEL･FAX.0476-26-7972

日本環境設計

加藤  善 次 郎
校友会 副会長

代表取締役
社　　　長

（昭和55年機械卒）

株式
会社

地球環境を大切にする

〒231-0028
横浜市中区翁町2ー9 ファム横浜本社ビル5階
T E L（ 0 4 5 ）2 1 2 ー 2 7 5 7（代）
FAX（ 0 4 5 ）2 1 2 ー 2  7  5  8

大豊建設株式会社
代表取締役社長

人と地球の未来のために。

水 島　久 尾
（昭和43年土木卒）

代表取締役

〒252-0325
神奈川県相模原市南区新磯野 5-18-4
　TEL・FAX　046-256-5467

建築工事業・防水工事業

株式会社
日本高分子企業施工部

長沢　栄太郎
（S46 年 建築卒）

代表執行役社長　長江　洋一

代表取締役

〒101ー 0025
東京都千代田区神田佐久間町3ー 21ー 7
　　　　　　　　　　　 熊谷ビル 3F

有限会社

泉　澤　定　雄
（昭和46年　建築学科卒）

藍 建築工房

TEL 03 ー 5825 ー 6118
FAX 03 ー 5825 ー 6119

本　　社：〒330-0854  埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-11-7　東通ビル 2F 
TEL 048-650-7770　FAX 048-650-5533
E-mail : k.jinno@apec.cc
東京本部：〒104-0032  東京都中央区八丁堀 4-6-1　八丁堀センタービル 4F 
TEL 03-6222-2830　FAX 03-6222-2840

代表取締役社長神野　兼次
（校友会　副会長）

株式会社アペックエンジニアリング

芝浦工業大学校友会全国総会の
開催を心よりお慶び申し上げます



●年中無休 芝浦 3ー 11－8FAX 5232-5129☎3453ー 3718
みなとや

いい仕事には、体温がある。

代表取締役小 川  達 生
（昭和51年　通信卒）

〒112-0004 東京都文京区後楽1-5-3
TEL 03-5802-0321
FAX 03-5802-0322

URL　http://www.nisin.co.jp/

株式
会社日新コンピュータシステム

代表取締役　九代目 中澤彦七

東京都中央区京橋 2丁目 9番 2号
電話（3535）5311（代表）

業務用酒類食材卸
宮内庁御用達

享保2年(1717 年 ) 創業

株式
会社

取締役社長　馬　田　　榮

〒100-0005  東京都千代田区丸の内3-2-3（富士ビル）
TEL （03）3292-2111  http://www.tokodenko.co.jp/
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㈱宮建築設計
代表取締役　宮  本 　｠博

昭和 47年卒　建築学科
（校友会　徳島県支部長）

本　　社：徳島市福島 1-5-6　　　　　  TEL:088-625-5505
東京本店：東京都中央区八丁堀 2-28-10  TEL:03-6280-3305

http://www.miyasekkei.com
E-mail:miyamomto@miyasekkei.com



HOTEL　IWAKI

JR いわき駅より徒歩１分。
ビジネス、観光の拠点に最適なロケーション、
居心地の良い空間を貴方に。

TEL 0246-23-3188
FAX 0246-23-3128
E-mail info@hotel-iwaki.com
ADRESS 〒970-8026
　　　 福島県いわき市平字白銀町 8-9
URL　 http://www.hotel-iwaki.com
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〒780-0066
高知市比島町1-15-2ロイヤルＴ102号
TEL:088-871-1310　
FAX:088-871-1311
E-mail:yori@major.ocn.ne.jp

依光建築設計事務所

代表者　依 光　成 元
    昭和 56年建築工学科卒

 

 
  

  

TEL 

Address F 

URL:http://www.sitech-jp.com/recruit.php

駐車場システム機器のご用命は
株 式 会 社

（日本信号株式会社代理店）

代表取締役

〒062-0051 札幌市豊平区月寒東1条1丁目7番19号
TEL（011）853-5152　FAX（011）853-5454

小川　博司（S45 年工業経営）

カズサッポロ

平成26年度

芝浦工業大学校友会総会懇親会 賛助品提供企業一覧
本総会にあたり下記企業より賛助品をご提供いただきました

キリンビール株式会社         ウィスキー 
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平成26年度

芝浦工業大学校友会懇親会 支部賛助一覧
本総会にあたり下記支部より賛助頂きました

北

海

道

支

部

岩

手

支

部

秋

田

支

部

宮

城

支

部

山

形

支

部

福

島

支

部

栃

木

支

部

茨

城

支

部

群

馬

支

部

埼

玉

支

部

千

葉

県

支

部

東

京

総

支

部

多

摩

支

部

神

奈

川

支

部

新

潟

支

部

長

野

支

部

山

梨

支

部

富

山

支

部

石

川

支

部

福

井

支

部

静
岡
県
同
窓
会
支
部

愛

知

支

部

三

重

支

部

関

西

支

部

島

根

支

部

広

島

支

部

山

口

支

部

香

川

支

部

徳

島

支

部

愛

媛

支

部

高

知

支

部

大

分

支

部

佐

賀

支

部

長

崎

支

部

鹿

児

島

支

部

英

交

会

支

部

緑

会

支

部

Ｍ
Ｏ
Ｔ
同
窓
会
支
部

機
械
工
学
科
同
窓
会
支
部

錬

心

会

支

部

京

三

支

部

三

芝

会

支

部

鹿

芝

会

支

部

清
水
建
設
芝
浦
会
支
部

住

芝

会

支

部

芝
浦
技
術
士
会
支
部

川

崎

市

役

所

支

部
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校友会 支部及び支部長一覧

支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
北 海 道

青 森

岩 手

秋 田

宮 城

山 形

福 島

栃 木

茨 城

群 馬

埼 玉

千 葉 県

東 京 総

多 摩

神 奈 川

新 潟

長 野

山 梨

富 山

石 川 　

福 井

岐 阜

静岡県同窓会

愛 知

三 重

関 西

鳥 取

岡 山

島 根

広 島

山 口

香 川

徳 島

愛 媛

高 知

大 分

福 岡

宮 崎

熊 本

佐 賀

長 崎

鹿 児 島

沖 縄

韓 国

台 湾

シンガポール

英 交 会

黒 潮 会

芝 友 会

緑 会

MOT 同窓会

機械工学科同窓会

二部ワンダーフォーゲル部OB会

よ ろ く 会

錬 心 会

柔道部OB会

ギター部OB 

芝浦技術士会

TBT（鳥人間）OB･OG 同好会

硬式野球部OB会

ソフトテニス部OB会

ハンドボール部OB会

安藤建設芝浦会

大林グループ芝浦会

奥村組芝浦会

神奈川県庁

川崎市役所

関電工芝浦会

京 三

熊谷組芝浦会

五洋建設芝浦会

三 芝 会

鹿 芝 会

清水建設芝浦会

住 芝 会

大成芝浦会

ダ イ ダ ン

大日本土木

高砂熱学工業

竹中芝浦会

戸田建設芝浦会

飛島建設芝浦会

日比谷芝浦会

フジタ芝浦会

40・建 築

41・土 木

50・建 工

51・ 建 築

37・土 木

46・土 木

45・機 械

37・土 木

43・建 築

52・工学マネ

46・建 築

38・電 気

39・電 子

45・機   Ⅱ

35・電 気

44・土 木

45・建 築

41・電 気

45・建 築

43・建 築

45・土 木

57・工 経

36・電 気

40・電 気

50・電 子

48・建 築

40・電 気

45・通 信

45・建 築

43・土 木

45・土 木

45・通 信

47・建 築

47・建 築

50・土 木

45・土 木

41・建 築

52・建 築

38・電 気

48・通 信

37・建 築

43・電 気

45・建 築

19・土 木

63・機   Ⅱ

45・建 築

44・電 子

55・機 械

19・機 械

35・建 築

H21･工学マネ

48・機 械

41・電 子

46・通 信

40・建 築

51・建 築

53・建 築

37・電 気

H10・機  Ⅱ

46・工 経

44・建 築

36・建 築

― ―

― ―

H3・建 築

56・土 木

53・土 木

49・土 木

56・電 気

H3・建 築

62・建 工

55・建 築

63・建 工

56・建 築

62・電 気

H2・建 築

47・機 械

56・土 木

55・電 気

55・建 築

55・電 気

62・建 築

45・建 築

H 元・建 工

山 口　富 雄

下 山　勝 弘

遠 藤　龍 一

渡 邊　淳 悦

秋 山　輝 正

川 越　　　進

濱 田　英 晴

宇 塚　典 夫

村 田　省 吾

小 貫　　　諭

泉 澤   定 雄

井 上　正 教

大 丸　征 史

谷 川　　　潮

安 藤　脩 二

野 崎　和 久

北 村　武 彦

竹 村　　　孝

川　﨑　政 善

小 杉   俊 明

西 浦　正 三

平 井   良 樹

松 村　和 彦

平 塚　秀 雄

谷　 水　 佐久也

水 口　　　譲

富 本　哲 郎

沖 本　光 昭

浅 野　正 教

立 木     　貢

河 口　英 明

乾 　    篤 之

宮 本　　　博

高 木　二 郎

吉 本　哲 生

河 野　元 勝

中 村　宣 壽

尾 形   彰 史

三 角　保 之

山 田　清 人

中 村　　  裕

濱 田   英 俊

藤 元　節 男

金　     範 得

江      文 雄

橋 本　雅 夫

淺 野　昌 宏

加　藤　 善次郎

中 村　信 夫

井 家　良 明

西 河　洋 一

髙 木　光 一

梅　元　千代志

小 寺　貴 士

藤 林　祐 二

早 川　金 光

渋 谷　雅 信

大 原　武 光

伊 藤　嘉 将

前 野　和 博

早 川　　　昇

塩 川　安 賢

不 在

不 在

吉 本　竜 也

鈴 木　祥 一

木 村　純 一

樋 口　雄 一

片 山　雅 則

宮 澤　　　守

柳 沢 純 一

釜 井   重 一

増 田　孝 弘

中 村　行 男

南 山　佳 徳

種 元　賢 弘

西 内   義 充

長谷川 　勝　己

竹 内　祥 貴

忍　　　裕 司

古 越　　　仁

安 武　　　浩

岡 本   正 仁

小 林　倫 雄
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平成26年度 全国総会･懇親会 実行委員会委員リスト

平成 26 年 6 月 14 日現在

実行委員の皆様には、本日の全国総会・懇親会を開催するにあたり、
４ヶ月間ご協力頂きました。心より感謝申し上げます。

実行委員長：畠中　總一郎

青　木　豊　治
赤　井　和　憲
赤　坂　邦　雄
浅　田　和　浩
淺　野　昌　宏
浅　見　　　勝
新　井　　　剛
新　井　憲　法
有　泉　智　貴
安　齋　正　博
安　藤　観一郎
安　藤　脩　二
安　藤　　　毅
安　藤　吉　伸
飯　島　敏　春
井　澤　清　二
石　橋　恒　夫
泉　澤　定　雄
市　川　　　拓
井　出　恵　尉
稲　葉　一　雄
犬　塚　祥　二
井　上　正　教
今　村　　　均
岩　本　行　雄
植　松　恵　一
内　田　武　男
枝　広　英　俊
鴻　　　義　久
大　村　俊　樹
岡　田　　　稔
岡　本　泰　明
岡　本　嘉　行
小　川　　　誠

小　川　達　生
小野瀬　　　等
角　野　和　明
加　藤　善次郎
加　藤　　　浩
金　井　昭　三
釜　井　重　一
苅　谷　義　治
川　野　亜　希
川　野　一　忠
菊　地　明　彦
北　村　宣　章
木名瀬　英　彰
楠　元　茂　俊
國　北　圭　二
隈　澤　文　俊
雲　然　國　幸
郡　司　卓　臣
古　泉　惠　子
小木田　寛　治
小　暮　剛　一
小　平　和一朗
小　西　正　明
斎　藤　教　男
齋　藤　秀　達
佐々木　克　則
佐　野　茂　彰
澤　口　　　洋
志　野　俊　昭
篠　原　俊　正
渋　谷　雅　信
澁　谷　邦　彦
島　﨑　　　啓
清　水　修　司

清　水　信　夫
下　郡　愼　治
下　田　恭　子
神　野　兼　次
筋　野　豊　司
鈴　木　　　泉
鈴　木　研　介
鈴　木　俊　一
鈴　木　文　雄
鈴　見　健　夫
佐　藤　和　美
関　　　　　茂
大　丸　征　史
髙　木　光　一
高　橋　　　哲
高　橋　省　治
滝　沢　厚　征
滝　下　　　勇
田　口　継　道
田　中　直　彦
谷　川　　　潮
田　村　恭　三
辻　村　　　建
寺　尾　　　謙
長　井　義　明
長　沢　栄太郎
中　根　眞　行
中　村　行　男
西　河　洋　一
野　上　宏　明
野　口　博　文
野　末　鉄　有
野　溝　忠　男
野　元　明　俊

橋　本　雄　吉
長谷川　健　嗣
長谷川　浩　志
畠　中　總一郎
濱　野　光　行
早　川　金　光
林　田　和　雄
平　光　庄　一
広　津　一　崇
福　井　幸　博
福　田　栄　寿
藤　田　利　行
藤　田　真理子
文　倉　辰　夫
前　野　和　博
丸　山　広　光
水　口　和　幸
南　山　佳　徳
村　島　充　裕
村　田　省　吾
元　井　　　彰
森　　　大　助
森　川　　　理
森　本　　　静
安　田　俊　司
山　口　正　樹
山　田　サトシ
山　田　博　昭
吉　野　　　巌
吉　本　竜　也
米　井　健　治
若　月　和　彦
渡　辺　　　碩
渡　辺　通　宏



芝浦工業大学  校友会
事務局  〒108-8548 東京都港区芝浦3-9-14 芝浦工業大学内
TEL:（03）5445-9634　FAX:（03）5445-9635
U R L :http://www.shibaura-koyu.jp/
E-mail:sitfriends@shibaura-koyu.jp




